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叱学的に不活性な物符の班粉が,或る柾?昆虫I妄対し

て致死をもたらすJi;咽 に就いては,現在いくつかの説が一

'となえられているが,先に:.Wiggkswortll(1945)紘,

之が脚 誠咽説のひとつとして昆虫の表皮纏 軍?ic,

､水分を診透せしめない様な役割を洪じている蛸質の和皮ヽ
暦を不活性物質の拭粉が,きづっけるj3であると発安毒し

' たO触らは之等の坊胤1yl-(nbrtLBion) 郎 邑虫の如何な

る部分に起るかを究明したのが,蘇れ文の骨子で,7Te･.

nebrio仇OEitorIi'.,tlhigOPerlhadominica FABRICIUS

I･CraEandra9mnah -L･,An)bt'umpuncEalum DEOE血,･
T7.'boliuふ Confwuや JAQUELIN.及びPtinusLeelwIZZ'-

t'edの 6校の甲虫がこの研究に用いられているO砥粉に

依って蛸21の湖皮厨がiilつけられると,アyモ=3性水

酸化鉄を還元する物質,(多分 dihydro-vphcnc18)を含

有するや部暦が露出する弘 之を此の液に臣渋すれば

abraB王on をうけた部分は恐喝色又は'黒色に染ま右竿

で,此の原理を願用し-Y,その部分の究明をI行ってい

るO先ず甲虫を alumina の役粉に互,i:し,ガラス矧こ
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第一回BHC技術者研究.g試合記事

(昭和2045月2日]京都大学化学研究所tt於て)

武原:･研死去が世話役になってm C盈拙技術者及び盟

串関係の人 が々拭って相互ゐ迩格をはか､り･-mCの動地

我術等に鹿七線じ合った｡午前中は世話役代表としての

武居教授の挨函三次で夫々の会社の代墓技術者が製造の

大要を述べそれに就て質疑鷹等が行われ,_午後は主とし

て問題を規定しない自由討誠を行った.その内容を矧こ

m掛こ紹介して荘きたいL思う.＼
J各社の製法は;)この3こっに大別出来るO

.(A)吹込政一 benzene'をコ'ルベy,或は女yクに入れ瓦

斯状塩素を吹込む方法でその日的に感じて種々の形式の

ものが考案されているが,次の二つ-0方法に較べて特に

目立つ点は人工準源及びアルカ1)を使用する場如 て多い

ことである｡

､(B)紺下法一日準 射の下で多拙奴 醐 和 の卓方か -
ら bnzcneを内壁に沿って流下させ岨窮を下方から瓦斯

状で吹込んで,主として液状t*nzcncと:田抑伏哩累の2
/

相反窓による方法である｡ ▲/

･ー((C)完相法｢反感管を陶器製あ反鷹釜に連絡L･'h,nz･

eneと四塩化茨素を由もみ;加熱して鼠化させ反感管申

-を上昇させて塩素と反感させる方法である. i

.~以上各方法共反感後の処理は蒸気蒸潜,遠心分節或は

両者を併用してtl-る｡i. ＼̀■
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入れて 250の邦城下にr･8時†川5.5く○此のmIに大抵のも

のは死滅するか,又は源死の状矧こおち入る故,之をE; `

%のアyそこヤ性水限化銃に1時けりつけて蛮色する｡試 .

.郡水で洗った後 cllrnOylBの問7=:液に1時ml証紙Lて同

_定する.それから之等が掛 ､班拍色,又は変符色になる ′

迄90%の過酸化水素溶液lまっけておく.脱色がui来=R妨

洗液L ale-oholで馳kLbeechwtoodcTeOSOIeで玲矧こ.

した後,-canadabal品m で封ずる方法を採っている.

nbrzwion一がおこる部分は種矧こ依 り;又同じ種概でも個

体に依り,幾らかの変異があるか,t､全強的に町 大体-

1､短Lf=場所にあらわTL.るこ即ち abraSion.ほ主として環 /

L'節の周線に起る.然し体熱 こつい七微粉に依って拐つい.

､た蓑皮の歌かい部分にも'又は微粉が入blこ冬そうな'

他?可動的な環節の部分Iとも惹起すも.尤も粉,叉は貯 ､

放吟に生酒iT_る昆虫比は｡Lケ誼の状態でも日が経つにつれ

て,趣く住かながら abmBiムnの現象を認める取ら;出来 - - ~

るD先報 (1945)に於て比べた矧 こ,こうした中 asiムn

の矧こ彪虫の表皮は,加こ対する謬透性が将し,それIと‥

加えて殺虫剤が浸入し易くなる故粉の形で殺虫剤を用い

一.る時は,この点にも注意すべきである｡ (長沢細大)｡■:::コr ∵

錦

･自由討罰の内容となった虫な軸は次のt;Rである.(lI,

割出の関越としてほ苗7･合1J-mICの生随 の可鰭性の有無､

の閃払 光源?閃払 吹込淡と拡下淡の毎矢の閉路

やn名eneあロスの問返等が招訊こ討訳された｡波長あ霊

泉に基く香典性体生成把のTJh:卿まないのではなカころうか

'と云う弘 光の存在は反庶逆圧を高める軒,慧レ光のない

場合淫は7ルカ.)E等p通告な触媒を必寄主すること,､而

してその何れゐ場合でもIimi 両者を併用してもγ･HC
の含畳には差異が見出されない事等は綜合された忠兄で

あるO(2)良薬としての使用状態とか或は変質及び昇華

-も色 1々問題になったが今後の早急な研究に待つ却とな′

った.(3)分析法t･=関しても稲々の恋兄があり,又中島助

教授との間に餌挟厭答があった｡同助教授によってその

際述べられた内符の詳細は防山科学誌13号に揃歌されて

いるoE4)八軒に対する号荘悼む関取こも関心が張り,'..0,_3

の会社から皮TEq炎拓が胡告された.これは個人差が多～

又 mIOそのものよりも別草成物に基くものであろうと

云う意見が多かった.fa工場従業員のナ唾的ゐ滑化器障

樽,txnzeneに基因する軽い痴呆症も報告写れた.(5)そ-

の他薬害･-臭気等も問題になったがこれ琴も又副生成物
によるものであろうと写れたO

単日の出稽者は農林省の良薬関係から10人,原粉製造

会社 (巴O故)から44̂ ,吋ICあ加工会社から12人,.京

大丑薬化学研究蛍及び化学研究所武居研究室から 1ET,人

で,合せて81名であった｡ 以 ヒ

ー G7.＼
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